
学則第５章   履修、卒業の認定 

 

（出席） 

第１８条   学生は、出席すべき日数の３分の２以上出席しなければならない。 

（履修） 

第１９条 １ 学生は、第３章に定める科目を履修しなければならない。 

２ 放送大学やその他の大学もしくは高等専門学校または以下の資格に係る学校

もしくは養成所で、指定規則別表第３に規定されている教育内容と同一内容

の科目を履修した者の単位の認定については、本人からの申請に基づき個々

の既修の学習内容を評価し、総取得単位数の２分の１を超えない範囲で履修

を認めることができる。（歯科衛生士、診療放射線技師、臨床検査技師、理

学療法士、作業療法士、視能訓練士、臨床工学技師、義肢装具士、救急救命

士、言語聴覚士） 

３ 社会福祉士及び社会福祉士法（昭和６２年法律第３０号）第４０条第２項第

１号の規定に該当する者で養成所に入学したものの単位の認定については、

社会福祉士及び介護福祉士法施行規則等の一部を改正する省令（平成２０年

厚生労働省令第４２号）による改正前の社会福祉士介護福祉士学校養成施設

指定規則（昭和６２年厚生省令第５０号）別表第４に定める基礎分野又は社

会福祉士介護福祉士養成施設指定規則別表第４若しくは社会福祉士介護福祉

士学校指定規則（平成２０年文部科学省・厚生労働省令第２号）別表第４に

定める「人間と社会」の領域に限り、本人からの申請に基づき個々の既修の

学習内容を評価し、学院における教育内容に相当すると認められる場合に

は、保健師助産師看護師学校養成所指定規則別表３に定める基礎分野の履修

にみなすことができる。 

（学習の評価および単位） 

第２０条 １ 学習の評価は、学科試験、実習成績により行い、別に定める成績をおさめた

者に単位をあたえる。ただし、出席日数が授業時間数の３分の２に達しない

者は、その科目について評価を受けることができない。 

２ 成績の評価は４段階方式とし、Ａ、Ｂ、Ｃを合格と認定する。 

Ａ １００点～８０点 

Ｂ  ７９点～７０点 

Ｃ  ６９点～６０点 

Ｄ  ５９点以下 

３ 評価規定については、別に定める。 

（卒業） 

第２１条   学院長は所定の全課程を修了した者に対し卒業証書（様式第１１号）を授与 



する。 

（専門士の称号） 

第２２号   前条の規定による所定の課程を修了した者に対し、専門士（医療専門課程）

の称号を授与する。 

 

 

評価規定 

 

第 １ 条   学則第２０条に基づき、評価規定を次のとおり定める。 

（成績評価） 

第 ２ 条   成績の評価は次の各号により行う。 

1） 学科試験 

2） 臨地実習評価 

（試験の時期） 

第 ３ 条   試験の時期は次のとおりとする。 

1） 学科試験は授業科目終了後に行う。ただし、必要と認める場合は、 随時行

うことができる。 

（試験の方法） 

第 ４ 条   試験の方法は筆記試験、面接試験、レポートおよび実技試験のいずれかとし、

場合によってはこれらを併用することもある。 

（受験資格） 

第 ５ 条   当該試験科目の所定授業時間数の３分の２以上出席していなければ試験を受け

ることができない。 

（不正行為の扱い） 

第 ６ 条   試験において不正行為をした者に対しては、不正した科目の単位を認めない。 

（追試験） 

第 ７ 条 １ 疾病、その他やむをえず試験を受けられなかった学生について、事前に連絡

のあった者は、追試験受験願（様式第９号）に証明書類を添えて願い出るこ

とができる。 

２ 学院長の許可があった場合、原則として初登校日に実施する。 

３ 追試験は、取得点数の１割５分を減じた点数をその得点とし、Ａ,Ｂ,Ｃをも

って合格とする。 

（再試験） 

第 ８ 条 １ 学科試験において得点が合格点に達しない場合には、指定された期日までに

所定の用紙（様式第９号）に受験料（３,０００円）を添えて願い出ることに

より、再試験を受けることができる。  



２ 再試験は、１科目につき原則１回限りとする。 

３ 再試験は、６０点以上をもって当該科目の合格とする。ただし、評価は 一

律Ｃとする。 

（臨地実習履修資格） 

第 ９ 条 １ 基礎看護学実習Ⅰの単位を習得しなければ基礎看護学実習Ⅱを履修すること

ができない。 

２ 基礎看護学実習Ⅱの単位を修得しなければ各領域における実習を履修するこ

とができない。 

３ 領域別実習で４単位以上の未修得があれば、統合実習を履修することができ

ない。 

４ 学科進度上、別に定める教育課程の単位を修得、または見込みでなければ、

それぞれの実習を履修することができない。 

（臨地実習評価） 

第１０条 １ 実習評価は、基礎看護学実習、成人看護学実習、老年看護学実習、小児看護

学実習、母性看護学実習、精神看護学実習、在宅看護論実習、統合実習の８

科目について行う。 

２ 実習評価の対象は、当該実習時間数の３分の２以上を出席した者で、指定期

日までに実習記録を提出した者とする。 

３ 実習の評価は、学科試験の評価に準ずる。その評価は、専任教員と臨地実習

指導者が行う。 

（追実習） 

第１１条 １ 疾病、その他やむをえず実習に行けなかった場合は、追実習願（様式第９

号）に証明書類を添えて願い出ることができる。 

２ 追実習の許可は、教員会議で実習期間および内容について協議し、学院長が

決定する。 

３ 追実習は、取得点数の１割５分を減じた点数をその得点とし、Ａ,Ｂ,Ｃをも

って合格とする。 

（再実習） 

第１２条 １ 実習評価において得点が合格点に達しない場合は、指定された期日までに所

定の用紙（様式第９号）に再実習料（１０,０００円）を添えて願い出ること

ができる。 

２ 再実習の許可は、教員会議で実習期間および内容について協議し、学院長が

決定する。 

３ 再実習は、６０点以上をもって当該科目の合格とする。ただし、評価は一律

Ｃとする。 

（履修および卒業の認定） 



第１３条 １ 履修の認定は、学科試験および臨地実習評価の成績に基づき、単位修得認定

会議において協議し、学院長が決定する。 

２ 単位修得の条件に関しては、次の各号を満たす者とする。 

1） 各授業科目の出席すべき時間数の３分の２以上を達している者。 

2） 当該学生において履修すべき科目試験に合格している者。単位を取得しな

い科目がある場合、在学期間中に修得する。なお限度は６年とする。 

３ 卒業の認定は、学科試験および臨地実習評価の成績に基づき、単位修得認定

会議において審議し、運営会議で決定する。 

（既修得単位の認定） 

第１４条 １ 入学前に履修している授業科目について既修得単位の認定を受けようとする

者は、次の書類を添えて申請することができる。 

1） 既修得単位認定申請書（様式第１２号） 

2） 在籍していた学校（大学等）の発行する成績証明書、単位修得証明書およ

び履修案内（シラバス等） 

２ 前項の規定により習得とみなされる単位は、基礎分野、専門基礎分野、専門

分野として全体の２分の１を超えない範囲とする。 

３ 既修得単位は、当該科目の担当教員（講師）が審査し、学院長の認定により

習得とみなす。 

４ 当該科目においての成績評価は、認定と表記する。 

（欠席、欠課、遅刻、早退） 

第１５条 １ 病気その他やむを得ない理由により、欠席、欠課、遅刻、早退しようとする

ときは、あらかじめ欠席届（様式７-①号）、欠課、遅刻、早退届（様式７-

②号）を提出しなければならない。なお、急病等の他特別の事情のためあら

かじめ届出ができない場合には、必ず事前に連絡をし、登校後直ちに書面で

提出しなければならない。 

２ 病気による欠席日数が引き続き１週間以上に及ぶときは医師の診断書を添え

なければならない。 


